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■概要

パプアニューギニア独立国（以下、「パプア
ニューギニア」）は、世界有数の熱帯雨林
保有国で、その森林は国民経済に重要な
役割を果たす木材生産の場であるととも
に、豊かな生物多様性を有している。また、
その広大な森林は気候変動の緩和に果
たす役割も期待されている。一方で、近年
の急速な森林減少・劣化が課題となって
おり、持続可能な森林経営に向けた仕組
みが必要となっている。しかし、森林行政
担当機関であるパプアニューギニア森林
公社（以下、「森林公社」）における森林モ
ニタリング体制は、人材や予算の不足によ
り森林情報の管理や更新が十分に行わ
れておらず、その強化・改善が強く望まれて
いた。
そこで、日本政府の無償資金協力による
資機材の供与と連携し、森林公社をカウ
ンターパートとした国際協力機構（以下、
「JICA」）プロジェクト「気候変動対策の
ための森林資源モニタリングに関する能
力向上プロジェクト」が2011年3月から3
年間実施された。現在は、その後継プロ
ジェクトの「気候変動対策のためのパプア
ニューギニア森林資源情報管理システム
の活用に関する能力向上プロジェクト」が
2014年8月から5年間の予定で実施され
ている。
このプロジェクトの成果となる国家森林
資源情報管理システム（以下、「PNG-
FRIMS」）の構築と、PNG-FRIMSを用い

P R O F I L E

た森林の持続的な保全及び経営に向け
た技術協力を、国際航業株式会社が実施
している。
PNG-FRIMSは、ArcGIS製品をベースに
構築されており、一元管理された各種森
林情報の整備・更新機能、森林資源量の
推定・レポート作成機能、WebGISによる
森林情報の配信機能などの森林行政支
援機能を提供している。

■背景

プロジェクト開始以前の森林公社では、森
林材積推定機能をもつスタンドアロンの
GISが運用され、地図編集・主題図作成
などの運用が行われていた。ただし、全国
の森林被覆図は1970年代の航空写真を
基に作成されたものであり、また、森林に
関する地図データの利用は特定の職員に
限定されていた。そこで、全国の森林被覆
図を含む森林資源データベースの改良と
共に、森林資源量（材積・炭素量）の把握、
森林計画策定、森林施業管理などの森林
公社の実務で広く活用可能な仕組みを
ArcGIS製品の導入によって再構築するこ
とになった。

■システム構成

森林被覆図、伐採履歴及び衛星画像など
の各種森林情報は、エンタープライズジオ
データベースに一元管理され、森林公社
のイントラネット上で共有されている。

この一元管理された森林情報を4つのア
プリケーションで使用している。

①FIMS（森林インベントリ地図システム）
は、森林被覆図に含まれる植生情報に設
定された標準材積量を基準に、全国の
伐採許可範囲（伐採コンセッション）と伐
採履歴情報との空間解析によって、伐採
可能な森林材積量を推定するアプリケー
ションである。また約30種類の帳票出力
機能があり、森林計画の立案に使用され
ている。

②FIPS（森林インベントリ処理システム）
は、現地調査で取得した樹木の樹種・胸
高直径・樹高・GPS座標などを格納し、森
林材積量を推定するアプリケーションであ
る。このアプリケーションも約15種類の帳
票出力機能をもち、約300種類の樹種ごと
に推定材積量の内訳を確認できる。また、
現地で取得したGPS座標から調査箇所を
地図上に表示することができる。

③FRIMS-LANは、森林情報の共有とそ
の利活用を目的に、ArcGIS Viewer for 
Flexを使い森林公社のイントラネット上に
構築されている。森林情報の使用目的に
合わせ、カスタマイズした簡易機能（検索・
編集・解析等）を提供している。GISに馴染
みのない森林公社職員であっても、簡単
な操作で関心地点の森林状況の把握や
地図印刷を行うことができる。森林伐採/
REDDプロジェクトの適地選定・計画審査
などの場面で空間的な視点を提供する。

④ArcGIS for Desktopは、各種森林情
報の整備・更新、主題図の作成と印刷に
使用されている。GISに関する専門技術を
持つ地図製作者チームが、衛星画像判
読や森林伐採企業が提出する図面等に
基づき、森林資源データベースの維持・更
新・管理を行っている。

■導入効果

現在、先行プロ
ジェクト3年、後
継プロジェクト5
年の計8年にわ
たるプロジェク
トの折り返し地
点に掛かったと
ころである。ここ
までの主な導入
効果を記す。

①全国森林被覆図の改良
GIS/リモートセンシング技術を用いた全
国の森林被覆図の改良が完了した。これ
までの実際の植生・土地利用状況と森林
被覆図との違いが解消され、適切な森林
計画・施業管理、森林資源量の正確な把
握に資する森林基盤図としての運用が開
始された。

②伐採履歴情報の更新
伐採履歴の情報は、森林資源量の推定だ
けでなく、森林減少・劣化のモニタリングに
も有効な情報となる。森林資源データベー
スに一元化された森林情報を、WebGIS
を通じ共有する仕組みができたことによ
り、実際の伐採現場に精通した伐採計画
審査部署と地図製作部署間でのコミュニ
ケーションが円滑に図れるようになり、デー
タベースの鮮度向上につながっている。

③人材育成
GIS/リモートセンシング技術の能力開発
だけでなく、PNG-FRIMSを活用した日常
業務の改善（課題抽出・解決策の検討）、
システムの維持管理に関する能力開発も
行っている。また、Application Builderに
よるFRIMS-LANの機能拡充は、高度な
プログラミングスキルが不要であり、カウン
ターパート自身による継続的な業務改善
への取組みが期待できる。

■今後の展望

PNG-FRIMSの試行運用が開始され、森
林行政・計画支援機能を用いた森林行政
の改善とREDDプラスへの活用検討が本
格化し始めたところである。JICA長期専門
家2名とカウンターパートとの協働を通じ
て、PNG-FRIMSの更なる拡充・強化を進
めている。

パプアニューギニア森林公社 持続可能な森林管理と気候変動対策の推進に向けた、森林情報の継続的な更新と
国家森林資源情報管理システムの構築・運用及び活用のための能力強化の取組み

活用事例
＞ 資源管理 ＞ 森林

パプアニューギニア国家森林資源情報管理システムの構築による
森林行政支援と気候変動対策の推進

森林基盤図に基づく森林資源量を森林行政・気候変動対策に活用

組織名：パプアニューギニア森林公社
URL：http://www.forestry.gov.pg/

使用製品
ArcGIS for Desktop Advanced
ArcGIS for Desktop Standard
ArcGIS for Desktop Basic
ArcGIS for Server Enterprise Standard
ArcGIS Viewer for Flex

 導入パートナー企業

国際航業株式会社
〒183-005
東京都府中市晴見町2-24-1
TEL：042-307-7100
URL：http://www.kkc.co.jp/

課題
・各種森林情報の維持・更新体制
・効果的な森林モニタリングの実施
・森林資源量の把握と気候変動対策の推進

導入効果
・国家森林資源情報管理システム構築
・森林モニタリング実施体制の改善
・森林行政の効率化・高度化とREDDプラス
への貢献

パプアニューギニアの森林（提供 JICA）

森林モニタリング研修の様子

技術協力を実施している
国際航業のプロジェクトメンバー

PNG-FRIMSの構成

伐採現場の様子

改良された全国の森林被覆図


